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　東日本大震災で亡くなられた

方々のご冥福を心からお祈りし、

被災地の一日も早い復興を願っ

てやみません。

三
百
五
十
年
の
歴
史
あ
る
街
が

失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
映
画
の
製
作
者
で
あ
る

田
邊
雅
章
さ
ん
は
、
陳
列
館
と

呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
た
産
業

奨
励
館
（
現
原
爆
ド
ー
ム
）
の
東

隣
に
生
家
が
あ
り
、「
奨
励
館

の
庭
が
、
日
々
の
遊
び
場
所
で

あ
っ
た
…
」。

　

そ
し
て
原
爆
投
下
の
二
日
後
、

疎
開
先
か
ら
帰
宅
し
た
田
邊
さ

ん
が
目
に
し
た
も
の
は
、
消
え

た
生
家
と
無
残
な
奨
励
館
の
姿

で
し
た
。

　

田
邊
さ
ん
に
と
っ
て
遊
び
場

だ
っ
た
奨
励
館
は
、
一
部
四
階

建
て
で
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

入
っ
て
い
て
新
し
い
思
想
を
感

じ
さ
せ
る
モ
ダ
ン
な
も
の
で
し

た
。「
で
も
今
尚
ま
だ
ド
ー
ム

の
前
の
瓦
礫
の
中
に
、
お
母
さ

ん
と
弟
が
眠
っ
て
い
る
」
と
、

つ
ら
い
思
い
出
を
語
ら
れ
た
の

で
し
た
。
そ
し
て
平
和
遺
産
と

な
っ
た
今
「
二
度
と
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
あ
の
日
の
こ
と
を
伝
え
る

と
共
に
、
爆
心
地
“
ふ
る
さ
と
”

の
復
元
を
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
し
た
い
」
と
、
結
ば
れ
た
の

で
し
た
。

（
平
和
・
世
界
遺
産
部
会
長

　

柴
田
幸
子
）

　

            

戦
前
か
ら
広
島

人
に
と
っ
て
馴
染
み
の
深
い
エ

キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
原
爆
ド
ー
ム
、

戦
後
見
る
も
無
残
な
変
わ
り
果

て
た
姿
の
原
爆
ド
ー
ム
、
更
に

多
く
の
方
々
の
御
尽
力
に
よ
っ

て
、
一
九
九
六
年
（
平
成
八
年
）

見
事
に
世
界
遺
産
と
な
っ
た
。

負
の
遺
産
と
い
わ
れ
た
が
、
ど

う
し
て
、
ど
う
し
て
未
来
の
遺

産
で
あ

る
。

　

二
十

一
世
紀
、
二
十
二
世
紀
、
人
類

が
い
つ
ま
で
も
核
兵
器
に
こ
だ

わ
っ
て
い
た
ら
、
再
び
世
界
は

原
爆
ド
ー
ム
の
よ
う
に
廃
墟
と

な
り
人
類
は
滅
亡
し
て
し
ま
う

こ
と
を
予
言
し
、
暗
示
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

我
々
ユ
ネ
ス
コ
人
は
、
ユ
ネ

ス
コ
憲
章
に
あ
る
よ
う
に
、
原

爆
ド
ー
ム
を
模
範
と
し
て
、
平

和
の
砦
を
築

い
て
行
か
ね

ば
な
ら
な
い
。

　

十
五
周
年
記
念
事
業
で

は
、
爆
心
地
復
元
事
業
に
尽
力

し
て
お
ら
れ
る
田
邊
雅
章
さ
ん

の
講
演
会
を
い
た
だ
き
、
感
謝

に
た
え
ま
せ
ん
。

　

さ
る
十
一
月

十
九
日
、「
よ

み
が
え
る
産
業

奨
励
館
」
を
テ

ー
マ
に
映
画「
爆

心
地
」
の
上
映

と
、映
像
作
家
、

田
邊
雅
章
さ
ん

（
爆
心
地
復
元
映

像
製
作
委
員
会
代

表
）
を
講
師
に
、

記
念
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

映
画
「
爆
心

地
」
は
、
当
時

を
知
る
人
々
の

証
言
を
も
と
に
、

原
爆
投
下
前
の

町
の
様
子
を
丁
寧
に
再
現
し
た

も
の
で
す
。

　

現
在
の
ド
ー
ム
辺
に
は
細
工

町
、
猿
楽
町
、
中
島
町
が
あ
り

賑
や
か
な
町
並
み
で
し
た
。
細

工
町
は
細
工
も
の
を

作
る
人
々
が
、
猿
楽

町
は
江
戸
時
代
か
ら

伝
統
あ
る
能
楽
師
の

街
で
し
た
。
猿
楽
町

は
民
家
商
店
が
軒
を

連
ね
映
画
館
や
旅
館
、

写
真
館
レ
ス
ト
ラ
ン

等
が
あ
り
、
人
情
あ

ふ
れ
る
人
々
が
住
む

街
で
も
あ
り
ま
し
た
。

又
元
安
橋
は
川
船
で

賑
わ
い
、
大
正
四
年

建
築
さ
れ
た
モ
ダ
ン

な
産
業
奨
励
館
が
川
面
に
映

え
、
洋
風
庭
園
と
共
に
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
街
に
あ
る
日
突
然
、

原
爆
が
炸
裂
、
一
瞬
の
う
ち
に

原爆のつらい思い出を語りながら　　
　　　　　　　平和を訴える田邊さん

原
爆
ド
ー
ム
を
模
範
と
し

て
平
和
の
砦
を
築
こ
う
�

決
意
新
た
に
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
長

北
川
建
次
氏

東日本大震災の早期復興を

田邊さん（「爆心地」
製 作 者）の「映像と講演の集い」

原爆ドーム世界遺産登録１５周年記念
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高
橋
さ
ん
を
見
舞
い
に
土
谷

病
院
を
訪
ね
た
十
一
月
一
日
の

夕
刻
。
長
い
看
護
疲
れ
の
高
橋

夫
人
が
弾
ん
だ
声
で
「
今
日
、

ア
行
、
カ
行
ま
で
声
を
出
し
、

サ
行
ま
で
も
う
一
息
」。
口
か

ら
の
摂
食
も
な
く
顎
が
細
り
、

呼
吸
が
荒
い
。「
な
ぜ
、
ア
イ

ウ
エ
オ
？
」
と
聞
く
と
「『
証

言
』」
と
の
答
え
が
。

　

迫
る
死
の
床
に
あ
っ
て
「
ア

イ
ウ
エ
オ
」
と

声
を
発
し
て
活

舌
を
試
み
る
証

言
活
動
復
帰
へ
の

執
念
、
意
志
。
壮

絶
！

　

そ
の
二
十
余
時
間
後
の
二
日

朝
七
時
四
十
二
分
、
永
眠
。

八
十
歳
。「
か
か
っ
て
な
い
の

は
小
児
科
と
産
婦
人
科
」
と
証

言
で
語
る
ほ
ど
疾
患
は
多
臓
器

に
及
び
、
死
因
は
心
不
全
。
平

和
の
闘
士
は
病
気
に
対
す
る
闘

士
で
あ
っ
た
。

け
つ
け
る
な
ど
、
病
身
に
鞭
打

つ
証
言
活
動
は
三
千
回
余
に
及

ん
だ
。

　

こ
の
間
、
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協

会
副
会
長
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
運

動
の
柱
で
あ
る
平
和
の
分
野
で

核
兵
器
廃
絶
を
唱
え
る
一
方
、

「
平
和
と
は
喧
嘩
や
争
い
の
な

い
状
態
だ
ヨ
」
と
子
ど
も
た
ち

に
や
さ
し
く
話
さ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

原
爆
資
料
館
長
と
し
て
は

一
九
八
〇
年
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン

の
上
院
議
員
会
館
で
資
料
館
の

資
料
の
海
外
初
の
展
示
に
尽
力

さ
れ
た
。
こ
の
時
、
原
爆
投
下

機
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
号
の
機
長
だ
っ

た
ポ
ー
ル
・
テ
ィ
ベ
ッ
ツ
氏
と

会
わ
れ
、「
今
後
も
戦
時
、
軍

人
な
ら
原
爆
投
下
の
ボ
タ
ン
を

押
す
。
だ
か
ら
戦
争
を
し
て
は

い
け
な
い
」
と
答
え
て
ケ
ロ
イ

ド
の
手
を
握
っ
た
同
氏
の
言
葉

か
ら
「
戦
争
が
い
け
な
い
」
と

改
め
て
認
識
し
た
こ
と
が
、
以

後
、
証
言
で
語
ら
れ
る
重
要
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
た
。

　

そ
の
帰
途
、
ハ
ワ
イ
の
真
珠

湾
攻
撃
の
米
兵
士
犠
牲
者
の
慰

霊
碑
に
参
り
、
加
害
と
被
害
の

結
節
地
点
に
身
を
置
く
こ
と
に

よ
っ
て
「
憎
し
み
の
報
復
回

避
」
を
心
に
刻
み
、
そ
の
体
験

が
後
の
証
言
の
柱
と
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
九
月
、
広
島
を

訪
問
し
た
米
下
院
ペ
ロ
シ
議
長

は
、
高
橋
さ
ん
の
証
言
を
聞
い

た
直
後
「
ユ
ウ
・
ア
ー
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
」
と
声
を
発
し
た
。

全
く
、
そ
の
生
も
死
も
壮
絶
に

し
て
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
だ
っ
た
。

　

十
一
月
四
日
の
告
別
式
。
八

千
草
薫
、
吉
永
小
百
合
さ
ん
ら

文
化
人
ら
が
供
え
た
花
輪
が
並

ぶ
中
、
弔
辞
が
読
ま
れ
た
。
秋

葉
忠
利
前
市
長
は
、
ペ
ロ
シ
議

長
の
「
ユ
ウ
・
ア
ー
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
」
を
そ
の
ま
ま
高
橋

さ
ん
へ
の
別
れ
の
言
葉
と
し
、

俳
優
・
米
倉
斉
加
年
氏
は
、「
高

橋
さ
ん
の
死
は
ヒ
ロ
シ
マ
の
終

わ
り
で
は
な
い
。
フ
ク
シ
マ
が

出
現
し
た
今
日
、
新
し
い
ヒ
ロ

シ
マ
の
出
発
で
す
。
あ
な
た
の

心
を
現
代
の
暗
闇
を
照
ら
す
灯

火
と
し
て
未
来
へ
一
歩
踏
み
出

し
ま
す
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
柳

田
邦
男
氏
は
「
あ
な
た
か
ら
学

ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
核
の
な

い
世
界
の
た
め
に
執
筆
活
動
を

続
け
て
い
き
ま
す
。
あ
な
た
の

魂
は
永
遠
の
い
の
ち
で
す
」
と

結
ん
だ
。

　

高
橋
さ
ん
、
過
ち
が
フ
ク
シ

マ
で
繰
り
返
さ
れ
た
今
、
安
ら

か
に
お
眠
り
に
な
れ
な
い
で

し
ょ
う
が
、
体
は
お
休
み
く
だ

さ
い
。
高
橋
さ
ん
の
心
は
私
た

ち
の
心
と
し
て
、
ユ
ネ
ス
キ
ャ

ン
と
し
て
ヒ
ロ
シ
マ
市
民
と
し

て
、
安
ら
か
な
世
界
を
目
指
し

て
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

二
〇
一
一
年
「
活
動
奨
励

賞
」
が
以
下
の
通
り
決
定
。
表

彰
は
二
〇
一
二
年
一
月
二
十
一

日（
土
）の「
新
春
フ
ェ
ス
タ
」で
。

【
学
校
部
門
】

　

広
島
市
・
大
林
小
学
校
②

仁
保
小
学
校
③
牛
田
中
学
校

④
ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学

校
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
。

【
社
会
部
門
】

　

国
際
交
流
グ
ル
ー
プ

“C
A

N
V

aS

”
②
広
島
ジ
ュ

ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
③
広
島
日
タ
イ
友
好
協
会

④
広
島
ベ
ト
ナ
ム
協
会
⑤
ひ

ろ
し
ま
お
も
ち
ゃ
病
院
⑥

ヒ
ョ
ウ
モ
ン
モ
ド
キ
保
護
の
会

広
島
市
支
援
隊
。

　

立
ち
向
か
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

源
は
一
九
四
五
年
八
月
六
日
。

　

そ
の
朝
、
軍
国
少
年
の
高
橋

さ
ん
は
旧
制
中
学
校
庭
の
朝
礼

で
被
爆
。
見
上
げ
た
空
に
エ
ノ

ラ
ゲ
イ
号
。
一
瞬
、閃
光
と
闇
。

熱
線
と
爆
風
（
高
橋
さ
ん
の
証
言

は
四
国
五
郎
氏
～
画
家
・
詩
人
～
の

絵
と
共
に
展
開
さ
れ
る
）。
熱
線

を
浴
び
た
体
で
同
級
生
を
支
え

て
六
キ
ロ
の
道
を
辿
り
、
生
死

を
彷
徨
う
闘
病
―
。

　

高
橋
さ
ん
が
救
急
車
で
入
院

さ
れ
た
の
が
今
春
四
月
八
日
。

そ
の
前
日
は
広
島
市
の
新
年
度

採
用
職
員
に
、
前
々
日
は
信
州

大
付
属
中
生
徒
に
、
連
日
の
証

言
活
動
だ
っ
た
。

　

顧
み
れ
ば
、
第
一
回
原
水
禁

大
会
を
皮
切
り
に
ロ
ー
マ
法
王

を
は
じ
め
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞

者
、
修
学
旅
行

の
児
童
・
生
徒

な
ど
国
内
外
の

人
々
に
対
し
、

晩
年
は
病
院
か

ら
車
椅
子
で
駆

「
活
動
奨
励
賞
」決
ま
る

高
橋
昭
博
副
会
長
安
ら
か
に　
　
県
ユ
ネ
ス
コ

連
協
会
長
　
亀
井
　
章
氏
　

ヒ
ロ
シ
マ
語
り
部
の
重
鎮
　
核
廃
絶
の
道
往
き
て
　
逝
く

ありし日の高橋さん



ヒ ロ シ マ ・ ユ ネ ス コ③　　2011年12月15日 第79号

　
㈠
発
足
の
経
過

　

今
年
は
、『
原
爆
の
子
』
が

発
刊
さ
れ
て
六
十
年
、
そ
し
て

そ
の
編
集
者
長
田
新
氏
の
没
後

五
十
年
、
と
い
う
記
念
す
べ
き

年
で
あ
る
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
た

り
、
現
在
広
島
に
在
住
す
る
教

え
子
た
ち
を
中
心
と
し
て
、

「『
原
爆
の
子
』
を
う
け
つ
ぐ

会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

今
年
二
月
五
日
、
広
島
平
和

記
念
資
料
館
で
行
わ
れ
た
公
開

講
座
、
長
田
五
郎
氏
（
横
浜
市

立
大
学
名
誉
教
授
）
の
「
長
田

新
と
原
爆
の
子
」
と
題
す
る
講

演
の
あ
と
、
た
ま
た
ま
集
っ
た

か
つ
て
の
長
田
新
先
生
の
教
え

子
た
ち
を
含
む
数
名
の
仲
間
の

な
か
で
提
案
さ
れ
た
こ
と
に
始

ま
る
。

　

次
い
で
同
月
二
十
七
日
に
会

合
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
こ
の
会

の
結
成
が
承
認
さ
れ
た
。
名
称

を
「『
原
爆
の
子
』
を
う
け
つ

ぐ
会
」
と
し
、会
長
を
宇
野
豪
、

副
会
長
を
楠
忠
之
、
澤
野
重
男

の
両
氏
が
引
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
二
月
末
現
在
の

会
員
数
は
十
九
名
で
あ
っ
た
。

　
㈡
記
念
行
事

　

四
月
十
日
開
か
れ
た
第
二
回

協
議
会
で
、
記
念
行
事
案
が
承

認
さ
れ
た
。
そ
の
行
事
の
名
称

は
「『
原
爆
の
子
』
を
う
け
つ

い
で
」。
そ
の
目
的
は
、『
原
爆

の
子
』
の
発
刊
六
十
周
年
、
編

者
長
田
新
氏
の
没
後
五
十
年
に

当
た
り
、
被
爆
体
験
の
継
承
と

平
和
学
習
の
進
展
を
図
る
た

め
、『
原
爆
の
子
』
に
込
め
ら

れ
た
平
和
へ
の
思
い
や
願
い
を

受
け
継
ぐ
集
い
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
広
島
の
中
学
生
、
高

校
生
、
大
学
生
に
幅
広
く
『
原

爆
の
子
』
の
読
書
を
勧
め
る
た

め
の
読
書
感
想
文
の
募
集
を
行

う
。

　

こ
の
行
事
は
六
月
五
日
（
日
）

午
後
一
時
半
か
ら
、
平
和
記
念

資
料
館
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
。
第
一
部
で
は
、
早

志
百
合
子
氏
（「
原
爆
の
子
き
ょ

う
竹
会
」
会
長
）
の
「
手
記
執
筆

者
と
し
て
の
訴
え
」、
舟
橋
喜

恵
氏
（
広
大
名
誉
教
授
）
の
「『
原

爆
の
子
』
か
ら
学
ぶ
も
の
」
と

題
す
る
講
演
。
第
二
部
で
は
、

中
・
高
・
大
学
生
の
演
奏
や
発

表
、
最
後
に
「
ね
が
い
」
の
大

合
唱
。こ
の
あ
と『
原
爆
の
子
』

等
の
読
後
感
想
文
の
募
集
に
つ

い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

閉
会
は
坪
井
直

氏
（
広
島
県
被
団
協

理
事
長
）
の
挨
拶

「
文
化
の
力
で
平

和
を
築
こ
う
」
で

締
め
括
ら
れ
た
。

　
㈢
記
念
事
業

　

先
の
記
念
行
事

の
な
か
で
書
い
た

よ
う
に
、
本
会
の

目
的
に
従
っ
て

『
原
爆
の
子
』
を

は
じ
め
と
す
る
平

和
に
関
す
る
本
の

読
後
感
想
文
、
体

験
発
表
、
随
想
、

詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
を
募

集
し
た
。
広
島
県
内
の
小
・
中
・

高
校
生
、
大
学
生
及
び
一
般
市

民
を
対
象
と
し
、
募
集
期
間
は

七
月
一
日
～
九
月
十
日
。

　

こ
の
募
集
の
結
果
は
、
応
募

総
数
五
百
二
十
七
名
、
う
ち
小

学
校
十
四
校
（
六
十
一
名
）、
中

学
校
十
二
校
（
四
百
二
十
六
名
）、

高
校
六
校
（
二
十
一
名
）、
一
般

十
九
名
、
と
な
っ
た
。

　

九
月
二
十
九
日
開
か
れ
た
選

考
会
議
で
、
小
学
生
十
三
名
、

中
学
生
十
四
名
、高
校
生
八
名
、

一
般
六
名
、
計
四
十
一
名
の
作

品
が
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
た
。

　
お
わ
り
に

　

会
の
発
足
か
ら
十
か
月
を
迎

え
た
。
そ
し
て
以
上
見
て
き
た

よ
う
な
活
動
体
験
を
辿
っ
て
き

た
。
そ
れ
は
会
員
自
ら
の
努
力

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
関
係
諸

団
体
・
機
関
の
援
助
協
力
が
得

ら
れ
た
か
ら
こ
そ
可
能
と
な
っ

た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。

長お
さ

田だ

　
新あ

ら
た　　

明
治
二
十
年
二

月
生
ま
れ
、
一
九
六
一
年
（
昭
和

三
十
六
年
）
四
月
十
八
日
死
去
。

今
年
が
没
後
五
十
年
。
一
九
四
五

年
広
島
で
被
爆
。
広
島
文
理
科
大

学
（
広
島
大
学
の
前
身
）
学
長
、

広
島
高
等
師
範
学
校
長
。
一
九
五

一
年
十
月
、
被
爆
し
た
少
年
少
女

の
手
記
を
集
め
て
『
原
爆
の
子
』

（
岩
波
書
店
）
を
刊
行
。
広
島
大

学
名
誉
教
授
。
長
野
県
諏
訪
郡
豊

平
村
（
現
茅
野
市
）
生
ま
れ
。

―
そ
の
発
足
と
最
近
の
活
動
　

読後感想文や随想などを　
　　募集し、平和学習図る

発
　
刊

　
周
年
　
被
爆
体
験
の
継
承
を

広
島
修
道
大
学
名
誉
教
授
　
宇
野
　
　
豪

つ
よ
し

氏
　

春

夏

秋

冬

明
日
（
あ
し
た
）

へ

想
い
を
込
め
て

－１－
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【
主
な
旅
程
】

十  

月
十
日
／ 

広
島
→
下
関
港
発

十 

一
日
／
大
邱
薬
令
市
韓
医
薬
文
化

館
→
伝
統
民
族
村

十 
二
日
／
市
教
育
庁
→
鹿
洞
書
院
→

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
→
世
界
陸
上
ス

タ
ジ
ア
ム
→
自
然
科
学
高
等
学
校

→
青
茶
文
化
院

十 

三
日
／
釜
山
市
出
港

十
四
日
／
下
関
港
→
広
島

　
世
木
田
寛
子　
理
事

「
二
〇
一
一
年
・
広
島
ユ
ネ
ス

コ
協
会
友
好
訪
問
団
」
は
、
十

月
十
日
～
十
四
の
日
程
で
、
韓

国
・
大
邱
広
域
市
へ
行
っ
て
来

ま
し
た
。
藤
川
和
康
団
長
の
も

と
、
藤
井
正
一
、
丹
羽
岳
宏
、

政
岡
峰
子
、
世
木
田
寛
子
の
五

人
。
姉
妹
都
市
大
邱
で
は
、
宋

承
逹
会
長
は
じ
め
二
十
人
の
メ

ン
バ
ー
が
、
四
泊
五
日
（
二
泊

は
船
中
）
に
わ
た
っ
て
大
歓
迎

で
し
た
。
そ
れ
に
応
え
る
べ
く

失
礼
の
な
い
よ
う
、
常
に
に
こ

や
か
、
か
つ
真
心
を
持
ち
、
広

島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
会
員
ら
し

さ
を
出
す
こ
と
を
念
頭
に
親
睦

を
深
め
、
文
化
の
紹
介
に
努
め

て
参
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
大
邱
世
界
陸
上
競
技

大
会
も
開
催
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
街
が
ど
ん
ど
ん
と

広
が
っ
て
き
て
い
る
感
が
あ
り

ま
し
た
。
広
い
平
地
に
巨
大
な

建
造
物
が
次
々
と
創
設
さ
れ
、

先
進
的
イ
メ
ー
ジ
で
輝
い
て
い

ま
し
た
。
あ
る
自
然
科
学
高
校

は
莫
大
な
敷
地
に
、
市
民
へ
出

荷
す
る
と
い
う
稲
作
や
果
樹
の

栽
培
、
植
物
の
培
養
な
ど
、
農

業
試
験
所
と
植
物
公
園
、
そ
し

て
高
等
学
校
が
合
併
し
た
よ
う

な
企
画
が
現
実
の
も
の
と
な

り
、
そ
こ
で
生
活
す
る
生
徒
達

の
ま
な
ざ
し
は
若
者
ら
し
く
生

き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
反
面
、「
茶
の
心
」
を
子
ど

も
た
ち
に
教
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
古
く
か
ら
伝
わ
る

漢
方
文
化
が
、
が
っ
ち
り
と
根

づ
い
て
い
る
こ
と
も
印
象
的
で

し
た
。

　

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
は
、
大
邱

ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
会
長
、
副
会

長
様
の
家
を
三
つ
に
分
か
れ
て

訪
問
し
ま
し
た
。
日
々
の
生
活

の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
見
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
こ
で
印
象
的
だ
っ
た
こ

と
は
、先
祖
を
大
変
大
切
に
し
、

四
代
の
者
が
年
に
何
度
か
一
堂

（
長
男
の
家
）
に
会
し
、
家
系

の
話
等
を
中
心
に
先
祖
の
崇

拝
、
語
り
か
け
を
す
る
と
い
う

話
、
オ
ン
ド
ル
が
今
で
は
床
下

に
蒸
気
を
通
す
方
法
で
行
な
っ

て
い
る
こ
と
、
キ
ム
チ
作
り
の

話
な
ど
、
従
来
の
韓
国
文
化
の

　
薬
令
市
、
民
族
村
、
自
然
科
学
高
校
な
ど
訪
問

“
温
か
い
心
”
を
維
持
し
ゆ
く
た
め
に
、　
　

　
　
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
、
交
流
の
大
切
さ
学
ぶ

青茶文化院でチマチョゴリを試着

韓薬材卸売市場で（中央左が筆者）

ユネスコ　平和・友好の旅

2011・10・10　～　10・14

大邱協会の皆さん
からの激励署名　

宋会長（中）宅でホームビジット

（訪問団メンバ
ー＝敬称略）

藤井正一、藤川
和康、丹羽岳宏、
世木田寛子、政
岡峰子

広島から韓国・大邱広域市へ広島から韓国・大邱広域市へ
��������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������
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継
承
の
姿
で
し
た
。

　

し
か
し
、
や
は
り
現
代
の
風

へ
の
憂
い
の
声
も
聞
か
さ
れ
ま

し
た
。
以
前
は
儒
教
が
教
育
の

根
底
に
あ
っ
た
も
の
が
、
今
で

は
ど
ん
ど
ん
壊
れ
て
き
て
い

る
。
小
中
高
校
の
生
徒
達
の
道

徳
心
の
な
さ
、
基
本
的
生
活
習

慣
、
及
び
そ
の
精
神
が
弱
体
化

し
て
き
て
い
る
こ
と
へ
の
嘆
き

が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
は
韓
国
だ
け
の
こ
と
で

は
な
く
、
共
通
し
た
課
題
と
し

て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

思
い
ま
し
た
。
伝
統
文
化
、
最

新
科
学
、
経
済
成
長
、
そ
れ
ら

の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で
、
人
々
が

か
け
が
え
の
な
い
温
か
い
人
の

心
を
維
持
す
る
こ
と
の
恒
久
の

課
題
と
、
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
で

果
た
さ
れ
る
も
の
の
大
き
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
ユ

ネ
ス
コ
協
会
の
果
た
す
役
割
と

交
流
の
意
義
を
痛
感
し
た
旅
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
訪
問
を
会

員
の
多
く
の
人
が
体
験
し
て
い

く
と
い
い
な
と
つ
く
づ
く
思
い

ま
し
た
。

　

今
年
も
八
月
十
五
日
に
、「
平

和
の
鐘
を
鳴
ら
そ
う
」
の
集
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
中
で
、

ワ
ー
ル
ド
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
の
シ
ム
ズ
館
長
は
、
世

界
平
和
の
た
め
、
紛
争
の
な
い

世
界
を
作
る
た
め
に
尽
く
し
て

い
く
、
と
。
タ
イ
か
ら
の
広
島

市
研
修
生
ウ
イ
リ
ヤ
・
リ
ン
ビ

テ
ィ
ー
プ
ラ
カ
ン
さ
ん
は
、
広

島
で
見
た
こ
と
を
タ
イ
の
人
々

に
伝
え
た
い
と
決
意
を
。
広
島

大
学
附
属
高
校
二
年
生
の
堂
前

綾
香
、
藤
田
優
さ
ん
は
原
爆
や

被
害
に
向
き
合
い
、知
り
続
け
、

考
え
続
け
、
語
り
続
け
、
願
い

続
け
る
こ
と
が
大
切
。
世
界
中

の
人
々
が
支
え
あ
っ
て
生
き
る

こ
と
が
、
平
和
へ
の
歩
み
と
な

る
、
と
訴
え
ま
し
た
。

　

国
際
交
流
活
動
な
ど
を
行
っ

て
い
る
市
民
団
体
・
企
業
が
中

心
と
な
っ
て
、
平
成
十
二
年
度

か
ら
開
い
て
い
る「
国
際
交
流
・

協
力
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
十

一
月
二
十
日
、
国
際
会
議
場
で

開
か
れ
、
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会

も
、
そ
の
一
員
と
し
て
、
活
動

を
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
で
紹
介
し

ま
し
た
。

　

十
二
月
二
十
三
日
（
金
・
祝
）

に
、
高
校
生
中
心
の
「
国
際
理

解
セ
ミ
ナ
ー
」が
開
か
れ
ま
す
。

午
前
は
中
区
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
、
中
山
修
一
広
島
大
学
名
誉

教
授
（
広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副

会
長
）
の
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
基

調
講
演
や
、
高
校
生
の
体
験
発

表
、
意
見
交
換
が
。
午
後
か
ら

は
、
世
界
寺
子
屋
運
動
支
援
の

募
金
活
動
を
。

「２０１１平和の鐘を鳴らそう」

平和の鐘をつく北川会長とゲストの皆さん

伝統民族村を見学

大邱自然科学高校で

大邱世界陸上スタジアム前で

国
際
交
流
・
協
力
の
日

高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ
ナ
ー



ヒ ロ シ マ ・ ユ ネ ス コ ⑥2011年12月15日　　第79号

　

教
育
部
会
理
事

太
鼓
矢　

晋
氏

　

そ
の
日
が
、
昭
和
二
十

二
年
の
十
二
月
六
日
で

あ
っ
た
と
確
認
で
き
た
の

は
、宇
野
豪
先
生
の
著『
草

創
期
の
広
島
ユ
ネ
ス
コ
運

動
』
の
お
陰
で
す
。
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
、
広
島
一
中
新

聞
班
は
、
土
橋
訓
之
先
輩

（
広
島
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
代

表
理
事
）
達
と
、
森
戸
辰

男
先
生
の
講
演
「
国
際
平

温
か
い
人
達
で
す
。

　

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の

活
動
に
は
、
余
り
参
加
出

来
て
い
ま
せ
ん
が
、
一
つ

で
も
続
け
て
（
大
邱
友
好
訪

問
、
広
島
で
の
歓
迎
会
に
）

参
加
し
よ
う
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

何
か
皆
さ
ん
の
お
役
に

立
て
ら
れ
た
ら
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
難

し
い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
ど
こ
の
国
の
人
、

誰
と
で
も
仲
良
く
、
温
か

い
気
持
ち
で
毎
日
過
ご
せ

た
ら
、
と
思
う
歳
に
な
り

ま
し
た
。「
初
心
忘
る
べ

か
ら
ず
」。
ど
ん
な
時
で

も
こ
の
言
事
を
思
い
返
し

て
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

協
会
会
員

政
岡
峰
子
さ
ん

　

二
〇
〇
五
年
の
秋
よ
り
、

韓
国
大
邱
友
好
訪
問
に
参

加
さ
せ
て
頂
い
て
、
も
う

今
年
で
四
回
目
に
な
り
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト

ま
で
さ
せ
て
頂
き
、
大
邱

の
会
員
の
皆
様
と
は
大
変

仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
遠

い
親
戚
の
人
に
会
い
に
行

く
よ
う
な
気
が
す
る
位
、

親
し
く
な
り
ま
し
た
。
皆

様
は
と
っ
て
も
親
切
で
、

和
と
ユ
ネ
ス
コ
」
を
、
広

島
高
等
学
校
講
堂
（
現
広

大
附
属
高
校
）
で
お
聞
き
し

た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
講
堂
・
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
そ
の
後
ユ
ネ
ス
コ
共

同
学
校
の
教
育
実
験
や
ユ

ネ
ス
コ
班
、
ま
た
、
当
広

島
ユ
協
会
と
の
関
わ
り
等

で
、
活
動
の
砦
に
な
っ
た

の
で
し
た
。

　

今
は
家
族
か
ら
夜
間
の

外
出
禁
止
令
が
出
さ
れ
て

い
る
身
で
す
が
、
ユ
ネ
ス

コ
は
世
界
へ
の
窓
、
サ
ロ

ン
を
我
が
心
の
糧
と
し
て

い
ま
す
。
な
お
土
橋
さ
ん

は
今
春
三
月
二
十
四
日
、

他
界
さ
れ
ま
し
た
。（
享
年

八
十
一
歳
）。
ご
冥
福
を
お

祈
り
し
て
い
ま
す
。

（
廿
日
市
市
宮
島
町
）

10 
～
14
日
／
姉
妹
提
携
協
会
友
好

親
善
訪
問
（
韓
国
大
邱
広
域
市
）

17 
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
選

考
委
員
会
（
国
際
会
議
場
）

  18 
日
／
機
関
紙
編
集
内
容
協
議 

広
報
部
会
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

30 
日
／
ぺ
あ
せ
ろ
べ｢

伝
承
遊
び
」 

（
中
央
公
園
芝
生
広
場
）

〈
11
月
〉

19 
日
／
原
爆
ド
ー
ム
世
界
遺
産
登

録
十
五
周
年
記
念｢

映
像
と
講

演
の
集
い｣ 

テ
ー
マ
「
よ
み
が

え
る
産
業
奨
励
館
」 

上
映
映
像

「
爆
心
地
」　

映
像
作
家 

田
邊 

雅
章
さ
ん
（
平
和
記
念
資
料
館
）

20
日
／「
国
際
交
流
・
協
力
の
日
」

活
動
紹
介
展
示
部
門
に
参
加

　
　
　
（
国
際
会
議
場
）

〈
12
月
〉

15
日
／
機
関
紙
第
79
号
発
行

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
変
更

広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
が
、
十
二
月

二
十
一
日
か
ら
次
の
よ
う
に
変

わ
り
ま
す
。
新
ア
ド
レ
ス
は

http://w
w

w
.unesco.or.jp/

hiroshim
a/

で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

一
月
に
新
春
フ
ェ
ス
タ

活
動
奨
励
賞
受
賞
式
も

　

第
十
四
回
「
ユ
ネ
ス
コ
新
春

フ
ェ
ス
タ
二
〇
一
二
」
は
、
来

年
一
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後

二
時
か
ら
、
広
島
市
文
化
交
流

会
館
（
旧
広
島
厚
生
年
金
会
館
）

で
開
か
れ
る
予
定
。
フ
ェ
ス
タ

で
は
活
動
奨
励
賞
の
表
彰
や
演

奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
流
や
友

好
が
図
ら
れ
る
も
の
と
期
待
さ

れ
ま
す
。

〈
７
月
〉

2 5 
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞

　

候
補
推
薦
委
員
会

　
　
　
（
広
島
国
際
会
議
場
）

26 
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
募

集
要
項
発
送

〈
８
月
〉

１ 
日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
募

〈
10
月
〉

１ 

日
／
第
一
四
八
回
ユ
ネ
ス
コ
サ

ロ
ン
「
橋
に
見
る
広
島
の
風
景

と
歴
史
」
グ
リ
ー
ン
ブ
リ
ー
ズ

代
表
取
締
役 

平
木 

久
恵
さ
ん

（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

５ 

日
／
ユ
ネ
ス
コ
活
動
奨
励
賞
候

補
推
薦
団
体
決
定

　
　
　
　
　
　
（
国
際
会
議
場
）

７ 

日
／
原
爆
ド
ー
ム
・
厳
島
神
社

世
界
遺
産
登
録
十
五
周
年
記
念

事
業
：
宮
島
ユ
協
と
協
議

集
開
始
（
締
切
９
月
30
日
）

15 
日
／
「
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
そ

う
」（
広
島
平
和
記
念
公
園
）

18 
日
／
活
動
奨
励
賞
検
討 

教
育

　

部
会 

　
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

〈
９
月
〉

29 
日
／
高
校
生
国
際
理
解
セ
ミ

ナ
ー
協
議　

（
広
大
附
属
高
校
）

30  
日
／
原
爆
ド
ー
ム
世
界
遺
産
登

録
十
五
周
年
記
念
事
業
協
議

　

平
和
・
世
界
遺
産
部
会

　
　
　
　
（
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
）

日

　
　
　誌

広島ユネスコ協会の〝ひと 顔〟


